
品 名：90049_635068_007_04_東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）_901058.docx 

日 時：2022/3/7 11:23:00 

ページ：1 

 

 

東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・年金運用型戦略ファンド 

（年１回決算型） 

＜愛称 年金ぷらす＞ 

 

第７期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2022年１月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・年金運用型戦略ファ

ンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷら

す＞」は、このたび、第７期の決算を

行いましたので、期中の運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合 
(課税上は株式投資信託として取扱われます｡) 

信託期間 無期限（2015年７月17日設定） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行
います。 

主要投資 
対  象 

東京海上・年金運用 
型 戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファ
ンド」、「ＴＭＡ日本債券マザーファン
ド」、「東京海上・ＪＰＸ日経400インデック
スマザーファンド」、「ＴＭＡ日本株アク
ティブマザーファンド」、「ＴＭＡ外国債券
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国債券マザーファンド」、「ＴＭＡ外国株式
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国株式マザーファンド」を主要投資対象と
します。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式（ＪＰＸ日経400採用銘柄） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

投資制限 

東京海上・年金運用型
戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

・株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限を
設けません。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株
式
へ
の
投
資
制
限 

10％以下 

外
貨
建
資
産
へ
の
投
資
制
限 

20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 20％以下 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

分配方針 

毎決算時に、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買
益（評価益を含みます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場
合等には、収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、
運用の基本方針に基づいて運用を行います。  
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

３期(2018年１月25日) 10,813 0 12.2 10,985 12.0 48.1 2.0 48.1 0.3 574 

４期(2019年１月25日) 10,090 0 △ 6.7 10,327 △ 6.0 48.7 1.6 48.0 0.3 820 

５期(2020年１月27日) 11,163 0 10.6 11,326 9.7 47.8 1.5 49.5 0.3 1,269 

６期(2021年１月25日) 12,067 0 8.1 12,081 6.7 49.6 0.7 48.7 0.3 1,706 

７期(2022年１月25日) 12,656 0 4.9 12,891 6.7 46.5 1.0 51.4 0.3 2,715 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

参考指数は、JPX日経インデックス400、TOPIX（東証株価指数）、NOMURA－BPI（野村ボンド・パフォーマンス・インデックス）（総合）、MSCI

コクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース）、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）を基本資産配分で組み合わせ

た合成指数です。基準価額は対顧客電信売買相場の仲値（TTM）を用いて計算しているため、MSCIコクサイ指数は、基準日前日のMSCIコク

サイ指数（米ドルベース）を基準日のTTMで委託会社が円換算したもの、FTSE世界国債インデックスは、FTSE世界国債インデックス（国内

投信用）を使用しています。基本資産配分は５ページをご参照ください。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年１月25日 12,067 － 12,081 － 49.6 0.7 48.7 0.3 

１月末 11,934 △ 1.1 11,976 △ 0.9 49.2 1.3 49.4 0.3 

２月末 12,050 △ 0.1 12,120 0.3 49.8 0.8 48.7 0.3 

３月末 12,443 3.1 12,544 3.8 49.4 1.1 48.8 0.3 

４月末 12,532 3.9 12,606 4.3 48.7 1.3 49.5 0.3 

５月末 12,629 4.7 12,744 5.5 48.5 1.4 49.8 0.3 

６月末 12,782 5.9 12,851 6.4 49.4 1.1 49.2 0.3 

７月末 12,765 5.8 12,859 6.4 47.6 1.7 50.0 0.3 

８月末 12,952 7.3 13,042 8.0 49.1 1.2 48.9 0.3 

９月末 12,955 7.4 13,050 8.0 49.1 0.8 49.4 0.3 

10月末 13,215 9.5 13,309 10.2 49.6 0.7 49.4 0.3 

11月末 13,070 8.3 13,147 8.8 48.3 1.3 50.2 0.3 

12月末 13,275 10.0 13,407 11.0 49.3 1.5 49.3 0.3 

(期  末)         

2022年１月25日 12,656 4.9 12,891 6.7 46.5 1.0 51.4 0.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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○運用経過 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
【各マザーファンドのベンチマークの騰落率】 

 
 

プラス要因 

・米国の1.9兆米ドル規模の追加経済対策の成立やインフラ投資法案への取り組み 

・新型コロナウイルスワクチン接種の進展による経済活動再開への期待 

・米国の事前予想を上回る企業決算や堅調な経済指標 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルスの新たな変異株（オミクロン株）の感染拡大 

・インフレ懸念などを背景とした主要国の金融政策正常化へ向けた動き   
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■投資環境 
【日本株式市場】 

期初、米国の大規模な財政支援策や各国の緩和的な金融政策、新型コロナウイルスワクチン接種の進展などから日本株式

市場は上昇しましたが、期央にかけては新型コロナウイルスの感染が再拡大したことでもみ合い相場が続きました。期後半

に入り、菅首相の退陣表明を受けて日本株式市場は大きく上昇しましたが、岸田新政権の政策への期待が後退したことや、

エネルギー価格の上昇によるインフレ懸念などから下落に転じました。その後、国内の新型コロナウイルス新規感染者数が

減少し経済活動再開への期待から日本株式市場は再び上昇しました。期末にかけては、オミクロン株の感染拡大への警戒感

や米国における金融引き締め観測などから日本株式市場は下落基調となりましたが、前期末比では上昇して期を終えました。 

 

【日本債券市場】 

期初、0.04％程度であった10年国債利回りは、日銀の緩和的な金融政策継続に対する不透明感などを背景に2021年２月下

旬にかけて上昇しましたが、３月の日銀金融政策決定会合後は、緩和的な金融政策が継続するとの見方が大勢を占めたこと

から低下基調で推移しました。期半ば以降は、インフレ懸念などを背景に主要国で金融政策の正常化に向けた動きが意識さ

れ国債利回りが上昇するなか、10年国債利回りも上昇し、0.14％程度の水準で期を終えました。 

 

【外国株式市場】 

期前半は、米国における1.9兆米ドル規模の追加経済対策の成立やインフラ投資法案への取り組みなどから景気回復期待

が高まったほか、事前予想を上回る企業決算や堅調な経済指標などを背景に、外国株式市場は上昇しました。期後半は、引

き続き堅調な企業決算や経済指標などが好感された一方、米国の債務上限問題やオミクロン株の感染拡大に対する懸念の

ほか、FRB（米連邦準備制度理事会）が金融政策の正常化に舵を切ったことなどが嫌気されて外国株式市場は上下しました

が、前期末比では上昇して期を終えました。 

 

【外国債券市場】 

米国債利回りは、バイデン米政権による大規模な財政支援策などを受けて2021年３月末にかけて上昇しましたが、その後

は新型コロナウイルスの感染拡大などを背景に、期半ばにかけて低下基調で推移しました。期後半は、FRBによるテーパリ

ング（量的緩和の縮小）の開始や2022年以降の利上げを織り込むかたちで米国債利回りは再び上昇基調となり、期初から上

昇して期を終えました。 

ドイツ国債利回りは、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展やインフレ懸念などを背景に、期半ばにかけて上昇基調

で推移しました。その後、欧州での新型コロナウイルスの感染拡大を受けてドイツ国債利回りは低下する場面もありました

が、期末にかけては世界的に金融政策の正常化へ向けた動きが意識されるなか、ECB（欧州中央銀行）による利上げも織り

込むかたちで上昇し、期初から上昇して期を終えました。 

 

【為替市場】 

米ドル円相場は、米国における大規模な財政支援策の成立などを背景に円安米ドル高基調で推移しました。期半ば以降、

米ドル円相場はおおむね安定的に推移しましたが、期末にかけて米国債利回りが上昇するなか円安米ドル高が一段と進行

しました。 

ユーロ円相場は、新型コロナウイルスのワクチン接種が進展するなか、欧州域内における景気回復期待の高まりなどから

円安ユーロ高が進行しました。 
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■ポートフォリオについて 
＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

当ファンドの運用は、国内外の複数の資産（日本株式、日本債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファ

ンドを、それぞれの基本投資比率に応じて組み入れました。各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対

し、基本資産配分からの乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の基本資産配分を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、各マザーファンドの値動きを反映し、4.9％上昇しました。 

 

【基本資産配分】 

 
 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

「業種配分」と「個別銘柄選択」を収益の源泉とし、中長期的にベンチマークとするTOPIX（東証株価指数）を上回ること

を目標に運用を行いました。業種配分は、当社独自の業種分類によりセクターウェイトを決定し、個別銘柄については、徹

底した企業調査・分析をベースに成長性と割安度の双方の視点から銘柄選択を行いました。 

当期の業種戦略は、医薬・ヘルスケアやエレクトロニクスを中心とする方針としました。銘柄戦略は、コロナ禍からの回

復期において業績改善が見込めると判断する銘柄への投資を進めました。 

以上の運用の結果、基準価額は小幅に上昇しましたが、ベンチマーク対比では劣後しました。経済活動の再開期待や米国

の金融政策の正常化観測により金利が上昇したことから高成長銘柄が伸び悩む一方で割安株物色が進んだことが影響しま

した。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的な分析結果に定性判断を加味して、金利の方向性を予測

する戦略（イールド選択）、事業債などの非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘

柄選択という３つの戦略によって、ベンチマークとするNOMURA－BPI（総合）を中長期的に上回る収益を獲得することを目

標として運用しました。 

当期は、イールド選択では長期債、超長期債オーバーウェイトを基本とし、市場環境に応じて機動的に調整しました。ス

プレッド選択は事業債セクターのオーバーウェイト、銘柄選択は残存期間10年以下の事業債のオーバーウェイトを継続し

ました。 

以上の運用の結果、基準価額は前期末対比横ばいとなり、騰落率はベンチマークを小幅に上回りました。事業債の相対パ

フォーマンスが高く、特にスプレッド選択および銘柄選択が奏功しました。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

信託財産の中長期的な成長を目標に「地域配分」、「業種配分」および「個別銘柄選択」を超過収益の源泉として、ベンチ

マークとするMSCIコクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

地域配分では、個別銘柄の魅力度などを勘案して、アジア地域のオーバーウェイト、欧州地域のアンダーウェイトを主な

方針としました。セクター配分は、ヘルスケアセクターのオーバーウェイトを基本方針とし、一般消費財・サービスセク

ターをオーバーウェイト、資本財セクターをアンダーウェイトとしました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇したものの、騰落率はベンチマークを下回りました。金融セクターや情報技術セク

ターなどの個別銘柄選択効果がマイナス寄与しました。   
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＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

国別配分、デュレーション調整、銘柄選択を実施することによって、ベンチマークとするFTSE世界国債インデックス（除

く日本、ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

国別配分は、米国、ユーロ圏ともにベンチマーク対比アンダーウェイトを継続しました。 

デュレーション調整は、米国、ユーロ圏ともにベンチマーク対比長期化を基本としつつ、市場環境に応じて機動的に調整

しました。 

銘柄選択は、イールドカーブ（債券の残存期間と最終利回りの関係を表す曲線）を分析し、相対的に割安な銘柄を投資対

象としました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇したものの、騰落率はベンチマークを下回る結果となりました。世界的な金利上昇局

面におけるデュレーションの長期化がマイナス寄与しました。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：JPX日経インデックス400 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：NOMURA－BPI（総合） 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：MSCIコクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース） 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース） 

 

上記４つのマザーファンドは、各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行いました。 

以上の運用の結果、各マザーファンドはおおむね各々のベンチマークに連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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■分配金 
当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てなかった収益につ

いては信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 

2021年１月26日～ 
2022年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,655  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年1回決算型）＞ 

引き続き、各資産を基本資産配分から±５％の範囲内に調整することにより、中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

オミクロン株への懸念は残るものの、経済活動の正常化と企業業績の改善は継続すると考えます。一方、米国では金融引

き締め局面に入ることから金融政策の下支え効果が弱まることや景気対策としての財政政策への期待が薄れることから景

気回復の勢いは徐々に衰えていくことを想定しています。 

このような環境下、内外需のバランスを意識しながら医薬・ヘルスケアやエレクトロニクスを中心としたポートフォリオ

業種戦略を継続します。また、インフレ加速に伴う市場環境の変化への対応を検討します。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

世界的なインフレの高止まりが懸念されるものの、国内の物価上昇は限定的となることが見込まれていることやオミク

ロン株の感染者が国内でも増加していることなど、先行き不透明感が残る環境下、日銀の緩和的な金融政策は当面続くこと

が考えられるため、国内長期金利は低位での推移が継続すると予想します。 

このような環境下、イールド選択は市場動向に留意し、機動的にポジション調整を行います。スプレッド選択は事業債セ

クターのオーバーウェイトを維持する方針です。銘柄選択は、引き続き残存期間10年以下の事業債のオーバーウェイトを維

持する方針です。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

オミクロン株の動向や、米国で大型歳出法案の成立が難航していること、FRBによる金融政策正常化への動きなどの懸念

材料がある一方、新型コロナウイルスの世界的な収束に伴う経済活動の本格的な再開と、バイデン米政権による大規模な追

加財政支援策が企業業績の拡大を後押しすることが期待され、海外株式市場は緩やかに上昇する展開を想定しています。 

このような環境下、地域配分はアジア地域をオーバーウェイト、北米地域をアンダーウェイトとし、セクター配分はヘル

スケアセクターや一般消費財・サービスやコミュニケーション・サービスセクターをオーバーウェイト、不動産や資本財、

素材セクターをアンダーウェイトの方針とします。銘柄選択では、長期の競争優位性を有し、利益成長力と株主還元力を勘

案し、割安な企業に投資する方針を継続します。   
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＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

米国経済が堅調に推移するなかFRBが金融政策の正常化を進めることが予想される一方、新型コロナウイルスの感染再拡

大や景気の下押し圧力が強まる懸念から、米国債利回りは緩やかな上昇にとどまると予想します。 

また、ドイツ国債利回りについても今後上昇を見込むものの、ECBは当面緩和的な金融政策を継続する見通しであること

から、上昇圧力は限定的なものにとどまると予想します。 

このような想定のもと、デュレーション調整はベンチマーク並みかやや長期化の範囲を基本としつつ、状況に応じて機動

的に調整する予定です。 

 

為替市場では、米ドル円相場は、FRBが金融政策の正常化に踏み切るなかで、日米金利差の拡大が見込まれることから、

円安米ドル高基調が継続すると予想します。ユーロ円相場は、ECBによる金融政策正常化へ向けた動向が意識されるなか、

緩やかな円安ユーロ高基調で推移することを見込みます。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、上記4つのマザーファンドとも各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 174  1.369  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 84)  (0.660)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 84)  (0.660)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.049)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.013)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.004   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.022   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.010)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.011)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 179   1.409    

期中の平均基準価額は、12,716円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 154,943 200,750 42,671 55,259 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 141,373 200,021 39,167 55,381 
東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 99,517 200,127 41,291 82,244 
ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 83,737 189,179 35,906 79,894 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 108,776 188,163 30,767 52,917 
ＴＭＡ外国債券マザーファンド 76,149 191,241 21,724 54,300 
ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 44,996 171,758 29,905 110,963 
ＴＭＡ外国株式マザーファンド 40,718 176,712 25,419 107,076 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

項 目 

当 期 
東京海上・ＪＰＸ 

日経400インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ日本株 
アクティブ 

マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,997,522千円 77,881,113千円 23,335,901千円 20,585,569千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,215,995千円 78,170,978千円 46,668,384千円 48,927,076千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.62   0.99   0.50   0.42   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 
（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 2 9 34 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2022年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 162,175 274,448 354,202 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 148,786 250,992 354,275 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 115,626 173,853 338,336 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 103,526 151,357 324,420 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 124,630 202,640 348,926 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 85,301 139,726 348,645 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 69,303 84,394 326,302 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 59,950 75,249 319,289 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 354,202 12.9 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 354,275 12.9 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 338,336 12.4 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 324,420 11.9 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 348,926 12.7 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 348,645 12.7 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 326,302 11.9 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 319,289 11.7 

コール・ローン等、その他 22,646 0.9 

投資信託財産総額 2,737,041 100.0 
 

（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,215,806千円）の投資信託財産総額

（10,277,666千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） ＴＭＡ外国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,812,016千円）の投資信託財産総額（26,942,273千円）に

対する比率は99.5％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（63,746,196千円）の投資信託財産総額

（64,081,135千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（49,587,599千円）の投資信託財産総額（50,331,599千円）に

対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは１

米ドル＝114.01円、１カナダドル＝90.23円、１メキシコペソ＝5.5334円、１ユーロ＝129.06円、１英ポンド＝153.70円、１スイスフラ

ン＝124.68円、１スウェーデンクローナ＝12.30円、１ノルウェークローネ＝12.69円、１デンマーククローネ＝17.33円、１ポーランド

ズロチ＝28.2676円、１豪ドル＝81.65円、１ニュージーランドドル＝76.35円、１香港ドル＝14.64円、１シンガポールドル＝84.86円、

１マレーシアリンギット＝27.2221円、１イスラエルシェケル＝36.0642円、１オフショア元＝18.0078円です。    

親投資信託残高 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,737,041,390   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 354,202,824   

 ＴＭＡ日本債券マザーファンド(評価額) 354,275,368   

 東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド(評価額) 338,336,393   

 ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド(評価額) 324,420,197   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 348,926,139   

 ＴＭＡ外国債券マザーファンド(評価額) 348,645,540   

 ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド(評価額) 326,302,368   

 ＴＭＡ外国株式マザーファンド(評価額) 319,289,990   

 未収入金 22,642,571   

(B) 負債 21,803,025   

 未払解約金 5,110,797   

 未払信託報酬 16,559,319   

 その他未払費用 132,909   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,715,238,365   

 元本 2,145,467,083   

 次期繰越損益金 569,771,282   

(D) 受益権総口数 2,145,467,083口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,656円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,414,441,995円、期中追加設定元

本額は1,022,817,811円、期中一部解約元本額は291,792,723円

です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △          1   

 支払利息 △          1   

(B) 有価証券売買損益 73,840,653   

 売買益 101,654,961   

 売買損 △ 27,814,308   

(C) 信託報酬等 △ 29,356,708   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 44,483,944   

(E) 前期繰越損益金 154,726,446   

(F) 追加信託差損益金 370,560,892   

 (配当等相当額) (  320,331,952)  

 (売買損益相当額) (   50,228,940)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 569,771,282   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 569,771,282   

 追加信託差損益金 370,560,892   

 (配当等相当額) (  321,707,591)  

 (売買損益相当額) (   48,853,301)  

 分配準備積立金 199,210,390   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 17,009,680円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 27,474,264円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 370,560,892円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 154,726,446円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 569,771,282円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,655円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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